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研究要旨 

死後画像診断に必要なガイドライン作成を目的として、これまでに報告されているエビデンス

に基づいた内容とし、実際に読影する多くの医師に活用されるようなガイドラインとする。 
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A. 研究目的 

死後画像読影ガイドライン（案）の内容を

実際の読影時に活用されるかを十分に検討

する。さらに、ガイドライン（案）は、関連する

医師を中心にパブリックコメントを得て、その

内容もガイドラインに反映させる。 

 

B. 研究方法 

班会議では、死後画像読影ガイドライン

（案）の内容がより分かりやすくなるように、全

体の校正などを考慮し、修正、あるいは加筆

を行った。特に、用語の統一には留意した。

また、掲載する画像は、法医学、病理学、あ

るいは放射線科医など異なる専門家のいず

れでも分かりやすいように工夫した。 

さらに、ガイドライン（案）は、日本医学放

射線学会のホームページに掲載して、学会

員からパブリックコメントを得た。得られたコメ

ント内容については、班会議の中で吟味・検

討し、必要であれば、その内容もガイドライ

ンに反映させた。 

 

（倫理面への配慮） 

 個人情報の保護が確実になされ、具体的

な事例が特定できないように配慮した。また、

死後画像読影ガイドラインとして刊行するた

め、多くの異なる立場の読者にも受け入れら

れるような内容にした。 

 

C. 研究結果 

多くの執筆者が担当しているため、用語

を統一したことにより、誤解のない内容に修

正された、また、日本医学放射線学会のホ

ームページに掲載されたガイドライン（案）に

対して、多くの質問や意見が寄せられた。こ

れらに対して、班会議では、ガイドラインに

反映させるべき内容とそうでない内容に分け、

取り上げてコメントを反映させるように修正を



加えた。また、ガイドラインの目的や活用方

法に関する質問もあった。 

 

D. 考察 

今回作成した死後画像読影ガイドライン

は、医療機関外死亡を対象とするため、診

療関連死と異なり死後ある程度の時間を経

た死体も含まれるため、死後変化の画像所

見の理解が重要であると同時に極めて難し

いことが分かった。したがって、今後も死後

変化に対応する画像所見の変化を系統的

に理解できるような研究が必要である。 

また、現状では死後画像診断は、主にCT

で撮影されているが、海外の報告では MRI

が有用であったとの報告もあり、今後は CT

以外の画像診断装置を活用することも必要

であると言える。このことは死後画像診断を

用いることで危惧されているいくつかの点の

改善、あるいは将来の制度設計に役立つの

ではないかと考えられた。 

 

E. 結論 

 死後画像読影ガイドラインの策定を行い、

刊行の予定となった。 

 

F. 健康危険情報 

 該当なし 
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 ２．実用新案登録 

   該当なし 

 

 ３．その他 

   該当なし 

 


